








部品名 仕様 個数 ＲＥＭ
トランジスタ－ ２ＳＣ１８１５ 1

２ＳＣ１９７１ 1
２ＳＣ２１２０ 1
２ＳＡ９５０ 1

ダイオード １０Ｄ１ 2
１Ｓ１５８８ 2

セラミックコンデンサ－ １ｐＦ 1
１２０ｐＦ 1
１５０ｐＦ 2
２８８ｐＦ 2 （６８＋２２０ｐＦ）＊２
０．０１ｕＦ（１０３） 7
０．１ｕＦ（１０４） 1

電解コンデンサ－ ３３０ｕＦ（耐圧１６Ｖ以上） 1
セラミックトリマ－コンデンサ－ ５０ｐＦ　 4 ポット式（２本足）　オレンジ
チョ－クコイル・マイクロインダクタ １００ｕＨ 1
トロイダルコア Ｔ２５－１０ 1

Ｔ３７－６ 4
フェライトビーズ ＦＢ２２５ 1
カ－ボン抵抗器 １８Ω 1 ３ｄＢパッド用
（１／４Ｗカ－ボン抵抗器） ３３Ω 1

４７Ω 1
２２０Ω 1
３００Ω 2 ３ｄＢパッド用
４７０Ω 1
１ＫΩ 4
１０ＫΩ 1
１８ＫΩ 1

ＬＥＤ ＲＥＤ、ＧＲＥＥＮ 2
リレー Ｇ５Ｖ１ 2
ラジケーター 1
スイッチ ２Ｐ 1
端子 端子付きハトメ 7
プリント基板 専用基板（感光基板１２Ｋ） 1 自作（５５*１３０㎜）
スペ－サ－ 金属製８ｍｍ高 4
ＤＣコネクタ ケース取り付け用 1
同軸コネクタ（Ｍ型） ケース取り付け用 2
同軸ケ－ブル １．５D－２V 適量
ポリウレタン線・ホルマル線 ０．５㎜程度 適量 Ｔ２５－１０用

０．６㎜程度 適量 Ｔ３７－６用
ビニール線 適量
ビス・ナット ３ｍｍ　 適量
ヒートシンク ７０*８０㎜程度 1
ケース ＹＭ－１５０タイプ 1 自作

　「HF_LinearAMP－Ｕｎｉｔ」　パ－ツリスト　　　　JH8LDW　　２００７／１２



HF_LinearAMPの製作（２１ＭＨｚ版） 　　ＪＨ８ＬＤＷ　２００７／１２

同梱のデータには以下のものが含まれています。

（1）全体回路図
（2）パーツリスト
（3）ＰＣＢデータ（全て部品面から見た図です）
　　①基板原稿 …PCB
　　②部品配置図 …Buhin
（4）外観写真

######################################################################################
１　コントロール部の動作について

基板に実装したコントロール回路は、親機からのスタンバイ信号の検出回路を搭載できるようになっ
ています。（ＮＯＴＥ１：ＣＨからＱ１迄の部分）
ＦＭトランシーバーなどに使われている、いわゆるキャリアコントロール回路です。

ＳＳＢ/ＣＷの場合には、送信時に電圧(スタンバイ信号)を送出できるように親機側の改造が必要にな
ります。
スタンバイ信号を送出させるには、親機のアンテナ出力側に抵抗とダイオードを追加接続するだけの
簡単な改造です。
Ｔ＋１２Ｖラインから４７０Ω程度の抵抗と１Ｓ１５８８などのダイオードを直列接続してスタンバイ信号電
圧を取り出し、アンテナ出力側に接続します。
ただし、この場合は、送信時に音声入力が無くてもスタンバイ信号の電圧分、パワーメーターが振れ
てしまいますので、キャリア漏れと勘違いしないよう考慮しておく必要があります。

一方、ＰＴＴラインと連動させる場合、前記の検出回路(ＮＯＴＥ_１部分)を省略することが出来ます。
送受コントロール部のＳＴＮ＿ＢＹ端子(ＮＯＴＥ_２部分)を親機のＰＴＴと接続することにより連動させます。
この場合は、親機との間にコントロール信号線(ＰＴＴラインとの接続配線)が１本必要になります。

以上の様に、使い分けが出来るようになっていますので必要に応じてご活用ください。

２　ＰＣＢ原稿の作成について

ＰＣＢ版下を印刷するには、プリンタの印刷設定をＡ４版にして実行します。
アスベクト比を保持して印刷するとほぼ等倍の原稿が出来ます。
画面上では、多少の白抜き部分が見えますが、プリントサイズでは原稿として問題なく使えるはずです。
気になる場合は、マジックなどで塗りつぶしてご活用ください。

######################################################################################
ここに公開したデーターは完成を保証するものではないことをご承知おきください。
１つの製作例としてご活用いただき、各自の責任において自作に取り組んでいただきますようお願いい
たします。
　　皆さんの製作に少しでも参考になれば幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂｙ　ＪＨ８ＬＤＷ　篠原

２１MHz_LinearAMP製作時の注意点








